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1. 研究の背景・目的 
近年，都市再生や環境面の考慮，高齢者のモ

ビリティ確保の観点から再び路面電車が評価され

ている．その一方，日本でもいくつかの都市にお

いて運行されている路面電車は，当初整備されて

から相当の年月が経過しているものがほとんどで

あり，車両や施設の老朽化，沿線の高齢化，モー

タリゼーションの進行などにより，利用人数が年々

減少しており，営業上も苦戦しているところが多い．

こういった既存の路面電車を存続させ，有効活用

することは，今後に向けて非常に重要になってく

るものと考えられる． 
一方，本研究で対象とする東急世田谷線でも，

以前は利用者が逓減傾向にあったが，平成 11年
から平成 13 年にかけて新型車両の導入を行い，
その前後から現在に至るまで，利用人数が増加

傾向に転じている．本研究では，路面電車の利用

者増加策としての車両更新効果を明らかにするこ

とを目的として，東急世田谷線の車両更新の評価

や満足度の変化，それに伴う利用機会の変化に

ついて，アンケート調査・分析を行ったので，その

結果を報告する． 
2. アンケート調査の実施 
世田谷線の利用実態，利用意識を把握するた

めに沿線住民を対象にアンケート調査を実施した．

調査概要は表１の通りである． 

3. 分析結果 
新型車両の導入効果をみるために，世田谷線

の旧型車両と現在の車両の双方の利用経験があ

る人（計 417 サンプル）を主な分析対象とする．一

方で，旧型車両での利用経験はないと回答があ

ったのは 55 サンプルであった． 

3. 1車両更新の満足度 
更新に対する全体満足度（5段階評価，5が
満足度大）の平均は 3.8となり，満足度が大き
い傾向がみられる．図 1から分かるように年齢
別にみると，若年層では満足度がやや低く，高

齢層では満足度が高いという差が存在する． 
3. 2 物理的改善とデザインに対する評価 
 満足度の差についてその要因を分析するため，

車両更新の大きな特徴である物理的改善（ノンス

テップ化・車内や出入口の拡大・設備の充実化・

走行振動の減少の各項目の 5 段階評価値の平
均値）と，デザインの視点から新型車両の評価（車

両カラー・シンボル性・オシャレさの 5段階評価値
の平均値）とレトロ感に対する評価（懐古感・利用

の楽しさ）の 5段階評価値の平均値）の 3つの観
点について年齢別の比較を行った．車両更新の

大きな特徴である物理的改善の 5 段階評価値の
全体平均値は 4.13 であり，どの年代でも全て高
い値となっている．一方，車両更新のもう１つの大

きな特徴であるデザイン性の観点からは，図 2 に
示すように年齢が高いほど新型車両デザインを好

み，年齢が低いほどレトロ感を好む傾向がみられ

た．これは，高年齢層ほど旧型車両で苦労した実

体験を有し，新型車両の機能性・デザインに好感

を持っているのに対し，若い世代は旧型車両の利

用機会が少なく，一種の“懐かしさ”のようなものを
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感じているのではないかと推察される． 
3. 3利用機会促進効果 
次に，アンケートの現在及び過去（車両更新前）

の世田谷線利用機会に関する質問項目を用いて，

車両更新の利用機会促進効果を分析する．旧型

車両の利用経験があるサンプルにおいてアンケ

ート結果から利用機会に増加傾向があったのが

217サンプル，逆に減少傾向があったのが136サ
ンプルであった．また，旧型車両の利用がないサ

ンプルにおいて世田谷線の存在が居住地を決め

る決定要因となったとの回答が 20 サンプルあり，
これを世田谷線がもつ立地促進効果として捉える

と，全体の 58％が，車両更新によって利用促進さ
れたものと考えられ，利用促進効果が認められた

（図 3）． 
3. 4 CVM（仮想評価法）による新型車両導入
効果の評価 
 利用者の新型車両導入効果を別の視点から見

るため，CVM による金銭的価値の分析を行った．

比護 1)の研究を参考に“現在の車両から旧型車

両への回帰を防ぐため”という仮の名目で運賃増

額方式と年 1 回の寄付金方式の２種類で金額設
定をしてもらい，現行との差で新型車両導入効果

の価値を推計した．ここでは寄付金方式の結果の

み示す．図 4 より更新に対する満足度が高いと更
新価値の認識が強かったほか，現在の使用頻度

が高いと回帰による自身への反響が強いためか

現在車両の価値を感じそれぞれ金額が高くなる

結果となり，車両更新による効果が認められた． 
4. 結論 
 本研究の成果として，車両における物理的改

善やデザインの変化により高齢者を中心とした利

用者の満足度の向上が期待でき，利用機会促進

という効果も示唆できた．また，CVM により新型

車両導入の価値を金銭的に定量化することがで

きた．高齢者と若年者を同時に満足させる方法と

して機能的なレトロ車両の導入という１つの選択

肢が挙げられる． 
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図 1：年齢別更新満足度値 
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図 2：年齢別物理・デザイン評価値
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図 3：利用機会促進効果 
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図 4：ＣＶＭによる金銭的評価（寄付金方式）
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